
パクシス・ライトDICOM Open Network Solution

PAXiS-Liteは、ワークステーション1台でモダリティからの
画像受信・保存管理・参照できるシステムです。

複数診察室への画像配信も可能とし、
コンパクトで低価格なシステムを構築可能です。

シンプルにこだわった操作性！

“説明がなくても使えてしまう”
直観的に使えるよう分かりやすく工夫した画面設計で、
とにかく「誰でも簡単」にこだわった操作性を実現。

お客様に最適なシステム構成のご提案

“ご要望に応じてモニタ構成は組み合わせ自由”
サーバのスペック、HDDの容量、ディスク構成(RAID)、
高精細モニタの組み合わせなど、ご要望、ご予算に
応じてご提案が可能です。

院内システムとの豊富な連携実績

“診察を妨げないスムーズな画像参照が可能”
各社電子カルテシステムとシームレスに連携し、
円滑な画像表示ができます。

PAXiS-Lite導入のメリット
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パクシス・ライトプラス

パクシス・ライト

画像の保存、管理
参照を1台で実現

画像の保存、管理参照を1台で行い、
院内配信も可能
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PAXiS-Liteの複数診察室対応ソフトウェア。
画像を院内に配信し、診察室やリハビリ室等で
画像の参照が可能です。

＜汎用画像診断装置ワークステーション用プログラム＞
販売名：PAXiSビューアプログラム PX-VIW02
認証番号：227ADBZX00097000
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診療所など小規模なPACS構築を行うソフトウェア。
ワークステーション1台にサーバ機能とビューア機能
を実装したオールインワンシステムです。

＜汎用画像診断装置ワークステーション用プログラム＞
販売名：PAXiSビューアプログラム PX-VIW02
認証番号：227ADBZX00097000

※モダリティ接続数、端末数などの
制限はお問い合わせ下さい

過去画像を「簡単」に比較する！

「過去画像自動表示」設定を行うと、
本日と過去の直近画像を同時に表示させることも可能。

比較

左側に
本日の画像

右側に
過去の画像

【検査履歴画面】

【ビューア画面】

マンモや整形画像特有の読影に対応した
ビューアオプション搭載。高機能なビューアとは
異なり最低限の機能を安価にご提供します。

【マンモビューア画面】

専用マンモコントロールバー、
MLO/CC連動、シャッター、
マスク機能など標準機能搭載

専用ビューアオプション搭載
マンモグラフィー・整形画像

【整形計測画面】

豊富な計測機能を搭載
複雑な計測でも
簡単に計測可能！

豊富なビューア機能を搭載

MIP/MPR標準搭載、マルチフレーム動画再生、
端末ごと画面レイアウト自由設定など豊富な機能を搭載。

読影検査が一目で分かる！

検査を「未読影」と「読影済」のステータスに分けて
管理・検索することが可能です。

未

検索条件に「未読影」/
「読影済」を指定可能

【検索画面】

画像を開くと「読影済」
メール感覚で分かりやすく管理

【ビューア画面】


